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１ ． 水管橋基本設計（ L=20ｍ）添架管詳細設計 N=1式

・ 大隅橋添架管防護工事　 　 L=30ｍ

委託概要



内訳書

金額

１ ． 直接原価

直接人件費

直接経費

①印刷製本費

②電子計算機使用料

③旅費交通費

２ ． 間接原価

（ 業務原価）

３ ． 一般管理費

種別

計

小計

合計

消費税

③関係機関と の協議資料作成

④詳細設計（ 大隅橋）

②現地調査

①設計協議



①設計協議

直接人件費明細表

作 業 項 目 技師長 主任技師 技師( Ａ ) 技師( Ｂ ) 技師( Ｃ ) 技術員

第 １ 回 打 合 せ

中 間 打 合 せ （ 1 回 ）

最 終 打 合 せ

計

単　 　 価

金額

小計



②現地調査

直接人件費明細表

作 業 項 目 技師長 主任技師 技師( Ａ ) 技師( Ｂ ) 技師( Ｃ ) 技術員

現 地 調 査

計

単　 　 価

金額

小計

補正 補正係数

（ 1） 作業補正

　 補正係数計

直接人件費再計 × ＝



③関係機関と の協議資料作成

直接人件費明細表

作 業 項 目 技師長 主任技師 技師( Ａ ) 技師( Ｂ ) 技師( Ｃ ) 技術員

協 議 資 料 作 成

計

単　 　 価

金額

小計



④詳細設計（ 大隅橋）

直接人件費明細表 1橋当たり （ 対象基準延長 20ｍ）

作 業 項 目 主任技術者 技師長 主任技師 技師( Ａ ) 技師( Ｂ ) 技師( Ｃ ) 技術員

設 計 計 画

設 計 計 算

図 面 作 成

数 量 計 算 書

照 査

報 告 書 作 成

計

単　 　 価

金額

小計

補正 補正係数

（ 1） 形式 添架形式

（ 2） 橋長 L=30ｍ

（ 3） 基本設計 あり ・ なし

（ 4） 類似構造物 １ ス パン（ 基本構造物のみ）

（ 5） 作業補正

　 補正係数計

直接人件費再計 × ＝



直接経費明細

①印刷製本費

　 電子成果品作成費

②電子計算機使用料

　 ・ 上部工 × ＝

　 ・ 下部工（ 橋台）

　 ・ 下部工（ 橋脚）

　 ・ 下部工（ 基礎）

＝

③旅費交通費

　 　 　 旅費交通費

× ＝

（ 直接人件費）

（ 直接人件費）

直接人件費

（ 千円）
×

×

×
＝
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仕様書 

 

1． 総則 

1-1 適用範囲 

本仕様書は、 庄内広域水道企業団（ 以下「 発注者」 と いう 。） の発注する「 大隅橋添架管防護工

事設計業務委託」（ 以下「 業務」 と いう 。） について適用する 。  

 

1-2 共通仕様書の適用 

本業務の履行にあたっては、 山形県県土整備部制定「 設計業務等共通仕様書」（ 令和８ 年４ 月改

定） に基づき 実施し なければなら ない。 仕様書の記載内容の優先は「 特記仕様書」、「 共通特記仕

様書」、「 共通仕様書」 の順と する 。  

 

1-3 業務目的 

本業務は、 老朽化し ている 大隅橋添架管防護の改良を 目的と し た実施設計を行う も のである 。  

 

1-4 業務概要 

添架管防護工実施設計 L=30ｍ 

 

1-5 業務の留意点 

業務の受注者は、 業務遂行にあたっ て、 発注者の意図及び目的を 十分に理解し 、 業務遂行に遺

漏のないよ う に努める こ と 。  

 

1-6 法令等の遵守 

業務の遂行にあたっ ては、本仕様書のほか、関係諸法規及び条例等を 遵守し なければなら ない。  

 

1-7 守秘義務 

受注者は、 業務の実施過程で知り 得た秘密を 第三者に漏ら し てはなら ない。  

 

1-8 提出書類 

( 1) 業務工程表 

( 2) 業務計画書 

( 3) 管理技術者及び照査技術者 

( 4) 業務経歴書およ びテク リ ス の写し  

( 5) 業務完了通知書 

( 6) 納品書（ 成果品）  

 

1-9 配置技術者 

次の要件を 満たす者を 管理技術者、 照査技術者と し て配置でき る こ と 。 なお、 管理技術者、 照

査技術者の兼務は認めない。  



( 1) 受注者は、管理技術者及び照査技術者を も って秩序正し く 業務を 行わせる も のではなく ては

なら ない。  

( 2) 管理技術者及び照査技術者は、 技術士「 上水道部門」（ 上水道及び工業用水道） ま たは、 Ｒ

Ｃ Ｃ Ｍ（ 上水道及び工業用水道） の資格を 有する こ と 。  

 

1-10 工程管理 

受注者は、 工程に変更が生じ た場合は、 速やかに発注者に変更工程表を 提出し 協議し なければ

なら ない。  

 

1-11 成果品の審査 

( 1) 受注者は、 業務完了時に発注者の成果品審査を 受けなければなら ない。  

( 2) 成果品の審査において、 訂正を 指示さ れた箇所は、 ただちに訂正し なければなら ない。  

( 3) 業務完了後において、 明ら かに受注者の責に伴う 業務のかし が発見さ れた場合、 受注者はた

だちに当該業務の修正を 行わなければなら ない。  

 

1-12 引き 渡し  

成果品審査に合格後、 本仕様書に指定さ れた提出成果品一式を 納品し 、 発注者の検査をも って

業務の完了と する 。  

 

1-13 疑義の解釈 

本仕様書の定める 事項について疑義が生じ た場合、 ま たは本仕様書に定めのない場合は、 双方

協議のう えこ れを 定める 。  

 

2-1 業務内容 

 対象施設に関する 基本情報は、 次のと おり である 。  

施設名 竣工年 管種 延長 

大隅橋添架管 1980 年 塩化ビ ニルラ イ ニング鋼管 L=30ｍ 

 

( 1) 設計協議 

設計内容を 十分理解し 、 適正な業務遂行を 図る ため打合せを 行い、 その打合せ簿をその都度

発注者に提出し て相互に確認する も のと する 。  

 

( 2) 詳細設計 

設 計 計 画  添架管構造等の基本条件及び細部条件について、 技術的に検討し 、 詳細設計 

を 行う 。  

図 面 作 成  工事発注に向けた詳細設計図を 作成する 。  

数 量 計 算  各工事毎に数量算出要領に基づき 数量を 算出する 。  

照 査  計算条件、 施工方法等について照査する 。  

報告書作成  設計業務と し て図面作成、 数量計算を 報告書と し て取り ま と める 。  



2-2 準拠・ 準用図書 

 本業務は、 水道法、 水道法施行令、 水道法施行規則、 建築基準法、 電気事業法、 消防法等の法

令・ 規格に準拠する こ と は勿論である が、 その他次の図書に準拠・ 準用する も のと する 。  

( 1) 水道施設設計指針                      日本水道協会 

( 2) 浄水技術ガイ ド ラ イ ン                    水道技術研究センタ ー 

( 3) 水道維持管理指針                      日本水道協会 

( 4) 水道施設耐震工法指針・ 解説                 日本水道協会 

( 5) 水理公式集                         土木学会 

( 6) コ ンク リ ート 標準示方書                   土木学会 

( 7) 道路橋示方書・ 同解説                    日本道路協会 

( 8) 杭基礎設計便覧                       日本道路協会 

( 9) 日本工業規格                        工業技術院 

( 10) 水道施設機能診断の手引き                   水道技術研究センタ ー 

( 11) 水道施設更新指針                      日本水道協会 

( 12) 水道施設の点検を含む維持・ 修繕の実施に関する ガイ ド ラ イ ン  国土交通省 

 

3 提出成果品 

提出成果品は以下のと おり と する 。  

 ( 1) 詳細設計報告書    A4 判  ２ 部 

( 2) 設計図        A3 判  ２ 部 

( 3) その他関係図書         一式 

( 4) 電子データ       CD-R  ２ 部 

 

4 履行期限 

本業務の履行期限は、 令和 9 年 1 月 14 日と する 。  

 

 

 


